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近
畿
大
学
を
巡
る
史
資
料　

11

−

二
種
類
の『
学
報
』

−

教
職
教
育
部
教
授

　
　

建
学
史
料
室
研
究
員　

冨
岡　
　

勝

　

令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
に
創
立
三
十

周
年
を
迎
え
た
教
職
教
育
部
の
年
表
を
つ

く
る
作
業
に
取
り
組
ん
だ
（
詳
細
は
『
近

畿
大
学
教
員
論
叢
』
第
三
十
巻
第
一
号
に

「
教
職
教
育
部
30
年
史
略
年
表
作
成
の
試

み
」
と
し
て
掲
載
予
定
）
。

　

こ
の
作
業
に
は
主
と
し
て
部
内
の
会
議

資
料
や
紀
要
を
活
用
し
た
が
、
同
時
に
、

教
職
教
育
部
の
設
置
、
関
係
す
る
学
内
規

則
、
人
事
発
令
な
ど
の
基
本
的
な
事
実
を

確
認
す
る
上
で
、『
学
報
』
が
欠
か
せ
な

い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
年
表
を
つ
く
る
ま
で
筆
者

も
明
確
に
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

だ
が
、
こ
の
『
学
報
』
に
は
、
次
の
よ
う

に
二
種
類
存
在
し
て
い
る
。

　

一
種
類
目
の
『
学
報
』
は
、
昭
和
四
〇

（
一
九
六
五
）
年
九
月
一
日
に
『
近
畿
大

学
学
内
報
』
の
名
称
で
総
務
部
総
務
課
の

編
集
・
発
行
で
創
刊
さ
れ
、
平
成
二
（
一

九
九
〇
）
年
九
月
二
十
日
発
行
の
第
二
三

二
号
で
『
近
畿
大
学
学
報
』（
広
報
・
出

版
課
の
編
集
発
行
）
と
改
称
さ
れ
て
現
在

も
発
行
さ
れ
て
い
る
。
令
和
元
年
十
月
一

日
ま
で
に
通
算
で
五
三
八
号
が
発
行
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
便
宜
上
【
学

報
一
】
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

　

二
種
類
目
の
『
学
報
』
は
、
昭
和
三
十

五
（
一
九
六
〇
）
年
十
月
一
日
に
近
畿
大

あ
る
。
二
〇
一
八
年
に
は
一
三
〇
年
史
の

編
集
を
進
め
、
一
三
〇
年
史
刊
行
後
は
五

年
ご
と
の
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

を
行
い
、
次
の
年
史
刊
行
は
一
五
〇
年
史

の
予
定
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
一

五
〇
年
史
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
書

庫
内
に
あ
る
資
料
の
整
理
と
学
内
資
料
に

関
す
る
一
斉
調
査
の
実
施
に
よ
る
基
礎
資

料
の
整
理
と
収
集
を
当
面
こ
な
す
べ
き
第

一
の
課
題
と
し
て
い
る
。
学
内
調
査
の
終

了
後
に
、
年
史
編
纂
の
た
め
の
委
員
会
の

設
置
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
た
。
ま
た
、
同
時
に
学
院
年
表
や
『
学

院
時
報
』
の
記
事
索
引
の
作
成
に
も
着
手

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
後
は
資

料
の
目
録
化
を
進
め
、
年
史
の
目
次
を
作

成
し
、
執
筆
者
へ
資
料
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
作
業
を
進
め
て
い
く
そ
う
で
あ
る
。

井
上
氏
は
、
私
立
学
校
を
取
り
巻
く
諸
々

の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
学
生
の
教
育
の

た
め
の
組
織
で
は
な
い
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
は
な
か
な
か
難

し
い
と
語
っ
て
い
た
。
こ
の
中
で
、
ア
ー

カ
イ
ヴ
ズ
の
整
備
・
充
実
を
目
指
し
た
福

岡
女
学
院
資
料
室
の
取
り
組
み
は
注
目
に

値
す
る
も
の
で
あ
る
と
立
ち
上
げ
を
任
さ

れ
た
井
上
氏
は
話
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
か

ら
の
福
岡
女
学
院
資
料
室
の
資
料
収
集
や

保
管
に
関
す
る
取
り
組
み
や
資
料
展
示
な

ど
の
工
夫
は
我
々
の
参
考
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

（
九
州
短
期
大
学
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

三
木　

一
司
）

学
学
報
局
に
よ
っ
て
『
近
畿
大
学
学
報
』

と
し
て
創
刊
さ
れ
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）

年
八
月
一
日
発
行
の
第
三
三
四
号
で
『
近

畿
大
学
大
学
新
聞
』（
近
畿
大
学
広
報
・
出

版
課
か
ら
発
行
）
と
改
称
さ
れ
、
平
成
十

七
年
四
月
一
日
の
通
算
四
五
四
号
ま
で
刊

行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
【
学
報
二
】
と
呼
ん

で
お
く
。

　

あ
え
て
単
純
に
整
理
す
れ
ば
、『
近
畿

大
学
学
内
報
』
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
学

報
一
』
は
、
学
内
規
則
や
人
事
異
動
な
ど

の
正
式
連
絡
の
場
と
し
て
役
目
を
も
っ
た

い
わ
ば
官
報
の
よ
う
な
存
在
で
、『
学
報

二
』
は
『
近
畿
大
学
大
学
新
聞
』
と
改
称

し
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
学
内
の

様
々
な
動
き
を
伝
え
る
こ
と
で
教
職
員
の

認
識
共
有
を
は
か
る
こ
と
が
主
な
役
割
で

あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
下
、
こ
の
二
種
類
の
『
学
報
』
に
つ

い
て
、
刊
行
目
的
や
掲
載
事
項
な
ど
を
紹

介
し
た
い
。（
原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
、
史

料
に
一
部
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
が
見

受
け
ら
れ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。）

【
学
報
一
】（『
近
畿
大
学
学
内
報
』
→

　
　
　
　
　
　
　
　
『
近
畿
大
学
学
報
』）

　

昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
九
月
一
日

に
発
刊
さ
れ
た
『
近
畿
大
学
学
内
報
』
創

刊
号
巻
頭
に
総
務
部
長
岩
城
由
一
［
後
の

理
事
・
事
務
総
局
長 

筆
者
注
］に
よ
る「
学

内
報
発
行
に
当
つ
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
な
か
で
、
刊
行
目
的
が
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

従
来
広
報
部
で
「
学
報
」
を
発
行
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
学
内
の
事

務
上
必
要
な
事
項
を
伝
達
す
る
た
め
に

新
た
に
『
近
畿
大
学
学
内
報
』
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
「
学
内
報
」
に
掲
載
す
る
事
項
は
、

本
学
の
諸
規
程
の
公
布
や
通
達
、
告
示

な
ら
び
に
人
事
発
令
、
そ
の
他
教
職
員

の
住
所
変
更
、
行
事
予
定
、
主
要
日
誌
、

留
学
、
帰
国
、
学
位
取
得
な
ど
学
内
に

周
知
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
事
項
で

あ
り
ま
す
。

『近畿大学学内報』第1号
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従
来
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
「
学
報
」

と
は
、
昭
和
三
五
年
発
刊
の
『
近
畿
大

学
学
報
』（【
学
報
二
】）
を
指
し
て
い

る
。【
学
報
二
】
は
、昭
和
三
十
六
（
一

九
六
一
）
年
一
月
一
日
の
第
四
号
か
ら

は
広
報
部
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
『
近
畿
大
学
学
内
報
』創
刊
号
に
は
、「
学

内
報
発
行
要
項
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
要
項
に
は
発
行
目
的
、
掲
載
事
項
、

発
行
日
（
毎
月
一
日
発
行
）、
編
集
発
行

部
署
（
総
務
部
総
務
課
）、
配
布
先
（
役

職
員
・
各
部
署
）な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
一
号
の
掲
載
記
事
の
タ
イ
ト
ル
を
紹

介
し
た
い
。

『
近
畿
大
学
学
内
報
』
第
一
号

　
　
（
昭
和
四
十
年
九
月
一
日
）
全
六
頁

　
「
学
内
報
発
行
に
当
つ
て
」

　
「
公
示
」（
学
園
の
運
営
方
針
）

　
「
理
事
増
員
さ
れ
る
新
た
に
四
氏
選
任
」

　
「
人
事
発
令
」

　
「
規
程
公
布
」（
事
務
担
当
者
連
絡
会
議

規
程
、
学
内
報
発
行
要
項
、
校
舎
使
用

に
関
す
る
内
規
）

　
「
学
位
取
得
」

　
「
海
外
出
向
」

　
「
国
内
研
修
員
」

　
「
八
月
主
要
日
誌
」

　
「
私
学
共
済
だ
よ
り
」

　
「
教
職
員
名
簿
の
作
成
発
行
に
つ
い
て
」

　
「
講
師
控
室
事
務
室
移
転
」

　
『
近
畿
大
学
学
内
報
』
か
ら
『
近
畿
大
学

学
報
』へ
改
称
さ
れ
た
平
成
二（
一
九
九
〇
）

年
九
月
二
十
日
第
二
三
二
号
に
、「
学
校
法

人
近
畿
大
学
学
内
報
発
行
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
が
載
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
記
載
事
項
が
「
規
程
、

通
知
、
人
事
、
行
事
、
海
外
留
学
、
雑
報
、

そ
の
他
必
要
な
事
項
」
と
し
て
、
発
行
頻

度
が
「
原
則
と
し
て
毎
月
二
回
」
と
定
め

ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
第
二
三
二
号
の
掲
載
記
事
を
紹
介

す
る
。

『
近
畿
大
学
学
報
』
第
二
三
二
号

　
（
平
成
二
年
九
月
二
十
日
）
全
十
二
頁

　
「
目
次
」

　
「
規
程
」（
学
内
発
行
規
程
一
部
改
正
）

　
「
人
事
発
令
」

　
「
通
知
」（
理
工
学
部
特
別
推
薦
入
学
試

験
要
項
、
商
経
学
部
女
子
特
別
推
薦
入

学
試
験
要
項
、
熱
帯
生
物
資
源
研
究
助

成
事
業
募
集
、
村
尾
育
英
会
学
術
賞
募

集
、
電
気
通
信
普
及
財
団
研
究
調
査
助

成
、
日
本
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
調
査
研

究
助
成
募
集
、
学
術
研
究
振
興
資
金
に

係
わ
る
研
究
計
画
公
募
、
幼
稚
園
教
員

募
集
）

　
「
海
外
留
学
・
出
張
」

　
「
訃
報
」

　
「
雑
報
」（
住
所
変
更
、
本
学
で
取
得
で

き
る
教
員
免
許
状
、
進
学
説
明
会
、
リ

ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
利
用
の
お
知
ら
せ
、
招

聘
研
究
員
）

　

平
成
八
年
四
月
一
日
の
第
二
九
九
号
か

ら
は
、
従
来
の
Ｂ
５
判
か
ら
現
在
の
サ
イ
ズ

で
あ
る
Ａ
４
判
に
サ
イ
ズ
変
更
し
て
い
る
。

【
学
報
二
】（『
近
畿
大
学
学
報
』
→

　
　
　
　
　
　
『
近
畿
大
学
大
学
新
聞
』）

　

昭
和
三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年
十
月
一

日
の
『
近
畿
大
学
学
報
』
第
一
号
に
、「
水

口
」
の
署
名
［
当
時
の
水
口
正
一
広
報
部

長 
筆
者
注
］
に
よ
る
「
学
園
広
報
事
務

の
強
化
に
つ
い
て
」
と
い
う
記
事
が
掲
載

さ
れ
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　

近
畿
大
学
々
報
発
行
の
頻
度
を
高
め
、

今
後
こ
れ
を
月
刊
と
し
て
、
学
園
行
政

運
営
の
上
に
登
場
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
問

題
、
あ
ら
ゆ
る
事
実
を
広
く
取
り
上
げ

て
報
道
し
、
こ
れ
を
学
園
の
全
教
職
員

に
周
知
徹
底
せ
し
め
て
、
そ
の
理
解

を
認
識
の
普
及
に
遺
憾
な
か
ら
し
め
、

も
っ
と
学
園
行
政
の
運
営
を
、
ガ
ラ
ス

張
り
の
中
に
、
明
朗
闊
達
に
推
進
せ
し

め
て
、
常
時
教
職
員
を
有
機
的
、
総
合

的
に
結
束
せ
し
め
、
そ
の
総
力
の
有
効

な
る
結
集
と
、
機
動
的
操
作
の
上
に
、

支
障
な
か
ら
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ひ
と
え
に
わ
が
学
園
の
向
上
発
展
を

期
せ
ん
と
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
切
に

全
教
職
員
諸
君
の
協
力
を
希
望
す
る
。

　

全
教
職
員
の
結
束
に
よ
る
学
園
の
向

上
発
展
の
た
め
に
、
学
園
運
営
に
関
す
る

「
あ
ら
ゆ
る
問
題
、
あ
ら
ゆ
る
事
実
」
を

全
教
職
員
で
共
有
し
て
「
ガ
ラ
ス
張
り
」

の
学
園
運
営
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
第
一
号
の
掲
載
記
事
の
見
出
し

（
見
出
し
が
長
い
場
合
は
簡
略
化
し
た
）

を
紹
介
し
た
い
。
研
究
活
動
、
卒
業
生

の
求
人
状
況
、
校
友
会
の
活
動
、
附
属

小
学
校
の
学
校
行
事
な
ど
、
た
し
か
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
話
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

『
近
畿
大
学
学
報
』
第
一
号

　
（
昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日
）
全
二
面

　
「
小
田
切
学
説
の
欧
州
武
者
修
行
」

　
「
法
学
部
教
員
総
会
」

　
「
モ
ラ
ル
高
揚
運
動　

　
　
　
　
　
　

ま
ず
商
経
学
部
が
始
動
」

『近畿大学学報』第232号
［個人情報保護の観点からこの史料に記載されている

個人名は判読出来ぬよう処理している。筆者注］
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「
新
設
さ
れ
る
教
養
部
」

　
「
新
宮
分
校
の
諸
行
事
」

　
「
就
職
の
活
況
ぶ
り

　
　
　
　
　
　

求
人
の
申
込
殺
到
す
る
」

　
「
大
学
祭
」

　
「
近
大
会
館
便
り
」

　
「
通
信
教
育
部
秋
季
行
事
」

　
「
税
務
署
校
友
支
部
総
会
」

　
「
日
本
薬
学
会
近
畿
支
部
総
会
」

　
「
辞
令
」

　

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
八
月
一
日
発

行
の
第
三
三
四
号
で
『
近
畿
大
学
学
報
』

か
ら
『
近
畿
大
学
大
学
新
聞
』
へ
改
称
し
た
。

こ
の
号
の
主
な
記
事
見
出
も
紹
介
し
た
い
。

第
三
三
四
号

　
　
（
平
成
二
年
八
月
一
日
）、
全
三
面

　
「
平
成
三
年
度
入
試
要
項

　
　
　
　
　
　
　

推
薦
“
狭
い
門
”
へ
」

　
「
夏
期
特
別
講
演

　
　

慶
応
大
教
授
招
き
『
新
た
な
挑
戦
』」

　
「
校
友
粷
谷
光
三
氏　

　
　
　
　
　
　
　

欧
州
視
察
か
ら
帰
る
」

　
「
薬
剤
師
試
験
好
成
績
」

　
「
学
園
広
報
事
務
の
強
化
に
つ
い
て
」

　
「
ブ
リ
の
フ
化
成
功

　
　
　
　
　

水
産
研
究
所　

原
田
主
任
」

　
「
呉
工
学
部
の
近
況　

　
　
　
　
　
　
　

内
容
ま
す
ま
す
充
実
」

　
「
原
子
炉
工
学
科
の
新
設　

　
　
　
　
　
　
　

呉
に
は
経
営
工
学
科
」

　
「
校
友
か
ら
新
博
士
二
名
」

　
「
教
保
会
〔
附
属
小
学
校
保
護
者
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
者
注
〕総
会
」

　
「
商
経
学
部
行
事
」

　
「
原
子
炉
工
事
着
工
は
十
月
中
」

　
「
ス
ラ
ム
街（
原
文
の
ま
ま
）を
実
地
視
察

　
　
　
　
　

総
長
・
法
務
委
員
と
し
て
」

　
「
近
大
附
属
小
学
校
の

　
　
　
　
　
　
　
　

暑
休
作
品
の
展
示
」

　
「
通
信
教
育
部
の
夏
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」

　
「
職
業
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　

最
近
の
事
業
と
研
究
」

　
「
好
評
の
入
試
説
明
会
」

　
「
米
・
イ
リ
ノ
イ
大
と
の

　
　
　

学
術
交
流
協
定
書
交
換
・
成
立
」

　
「
推
薦
入
学
試
験
」

　
「
一
般
入
学
試
験
」

　
「
現
役
善
戦
、
関
東
勢
増
え
る
分
析

　
　
　
　
　
　
　

−

今
春
の
入
試
動
向
」

　
「
理
工
学
部
宗
像
恵
教
授
に

　
　
　
　
　
　
　

五
年
連
続
の
科
研
費
」

　
「
中
山
Ｍ
Ａ
Ｓ
基
金
賞

　
　

商
経
学
部　

市
毛
明
・
助
教
授
に
」

　
「
記
念
発
行
＝
カ
ラ
ー
マ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い
」

　
「
世
耕
杯
争
奪
弁
論
大
会
」

　
「
文
芸
・
長
江
貞
彦
教
授
ら

　
　
　
　
　
　

Ｃ
Ｇ
コ
ン
で
『
花
博
賞
』」

　
「
ア
ー
チ
ス
ト
育
成
め
ざ
す

　
　
　

三
次
元
モ
デ
ル
で
疑
似
体
験
も
」

　
「
平
成
元
年
度
資
金
収
支
決
算
総
括
表
」

　
「
平
成
元
年
度
消
費
収
支
決
算
総
括
表
」

　
「
ト
キ
イ
ロ
ヒ
ラ
タ
ケ
が
人
工
栽
培

　
　
　

農
・
稲
葉
助
教
授
の
グ
ル
ー
プ
」

　
「
全
国
か
ら
約
六
百
五
十
人
集
う

　
　
　
　
　
　
　
　

校
友
会
定
期
総
会
」

　
「
探
検
部
が
パ
キ
ス
タ
ン
で
合
宿
」

　
「
海
外
生
活
体
験
事
業
の
派
遣
生
に

　
　
　
　
　

附
属
新
宮
高
の
橋
本
さ
ん
」

　
「
水
泳
日
本
選
手
権

　
　

ア
ジ
ア
大
会
代
表
選
考
会

　
　
　

千
葉
す
ず
さ
ん
附
属
中
３
年
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
記
録
で
優
勝
」

　
「
近
大
寄
席
」

　
「
２
度
目
の
世
界
大
会
出
場

　
　

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
石
倉
幸
子
さ
ん
」

　
「
柔
道
部　

無
念
！
団
体
日
本
一
逃
す
」

　
「
洋
弓
部

　
　
　

四
連
続
！
学
生
王
座
に
輝
く
」

　
「
校
内
陸
上
競
技
大
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
く
附
女
子
高
」

　

以
上
、
二
種
類
の
『
学
報
』
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
ど
ち
ら
も
本
学
の
歴
史
を
振

り
返
る
上
で
欠
か
せ
な
い
史
資
料
で
あ
る

と
い
え
る
。
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